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掲載されている「免責事項と開示事項」は大変重要ですので、是非ご覧ください。

 

 

5Gは速いだけではない
したがって、投資テーマとしての「技術的
ディスラプション」は、今後も平均を上回
る成長が見込めると考える。 

5Gへの投資
このテーマに投資するためには、「ディ
スラプター」や「イネーブラー」と呼ばれ
る企業に幅広く分散投資することを推
奨する。ディスラプターとは、技術イノベ
ーションを駆使して新たなビジネスモ
デルを構築し、小売業や金融サービス
業、製造業、ヘルスケアなどさまざまな
業界の既存プレーヤーから市場シェア
を奪う、いわゆるディスラプションを引
き起こしている企業を指す。一方、イネ
ーブラーとは人工知能 (AI)、拡張現実 
(AR)/仮想現実(VR)、ビッグデータ、クラ
ウド、 5G(第5世代移動通信システム )と
いった基礎技術を開発・提供し、ディス
ラプションを支援する (イネーブルする )
企業を指す。

3 5Gに対するニーズ 

5 企業家にとっての 5G 

9 5Gサイクルは
いまどの段階か？ 

11 投資家にとっての 5G 

技術的ディスラプション (創造的破壊)
はいまや経済のあらゆるところで起き
ている。農業から銀行にいたるまで、 
eコマースやフィンテック、オートメーシ
ョンといったトレンドの波が押し寄せ、
既存企業はビジネスモデルの見直しを
迫られている。しかも、こうした現象はま
だ始まったばかりだ。

破壊的な変革が生み出す収益はまだ
小さく、たとえば世界の小売売上高に
占める eコマースの割合は 10%前半に
すぎない。フィンテックの普及率は 1桁
前半であり、ヘルスケアや産業用オー
トメーションではディスラプションの進
行度はさらに下がる。このわずか 10年
の間に起きた劇的な変化を考えれば、
テクノロジーを開発したり、テクノロジー
ベースのサービスを提供する企業が伝
統的なセクターで既存大手から市場シ
ェアを奪う状況はこの先も続くだろう。
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2019年はテクノロジーを取り巻く環境
が目まぐるしく変化した年だった。米中
貿易摩擦や巨大 IT規制をめぐる短期的
な懸念から株式相場は一時下落した
ものの、景気回復期待が高まるにつれ
て相場は持ち直した。テクノロジーの
影響力はかつてないほど強まっており、
ディスラプションが加速していることは
確かである。したがって、テクノロジー分
野に投資する場合には、長期的な視点
に立ち、モメンタムが高まっているディ
スラプションのトレンドに注目すること
を勧める。こうした構造的トレンドの 1つ
が、本稿で取り上げる 5Gである。

転換点を迎える 5G
政府当局、通信事業者、スマートフォン・
ベンダー、一般企業、そして消費者にい
たるまで、 5Gの持つ幅広い可能性に期

待を寄せている。一方、我々も 5Gに対し
て強気な見方を持っている。  5G技術
は、テクノロジー銘柄に注目している投
資家にとって重要な投資テーマになる
と考える。スマートフォン市場は需要と
供給が均衡し、飽和に近い状態にある
ことから、 2020年は携帯端末技術の最
新アップグレードが極めて重要な年と
なるだろう。高速で信頼性が高く、タイ
ムラグがない低遅延のアプリケーショ
ンを実現するネットワークが消費者や
企業から求められる場面が増え、そうし
た要請に応える 5Gのような通信システ
ムへのニーズが高まっている。だが、さ
らに重要なのは、技術そのものだけでな
く、その活用方法を見出していくための

「5Gエコシステム」の構築が広がって
いる点である。たとえば、利用できる
周波数帯が拡大され、通信キャリアも

5Gサービス展開に向けて取り組みを強
化しており、 5G対応スマートフォンの生
産も進んでいる。いよいよ本格化する 
5G展開は、次の 10年にかけていくつも
の高度なイノベーションを切り拓いてい
くものと予想される。

本稿では、 5G到来がもたらす投資への
影響や企業家に与えるインパクトを掘
り下げてみる。さらに、 4Gとの比較や 5G
の利活用が期待される分野についても
取り上げる。

出所：gettyimages

時代は 5Gという
次世代の到来を
迎えている。
喜ばしいことに、
時間がかかるバッ
ファリングや不鮮
明なストリーミン
グ動画とももうす
ぐお別れだ。
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5Gに対するニーズ
時代は 5Gという次世代の到来を迎えている。喜ばしいことに、時間がかかるバッファリングや
不鮮明なストリーミング動画とももうすぐお別れだ。

無線通信技術は一定のサイクルで進化
を遂げてきている。 4G世代では、スマー
トフォンとモノのインターネット (IoT)
デバイスの普及を受けて「アプリ」経済
が開花した。

常にインターネットに繋がっていたいと
いう欲求や、多忙な 1日の間に複数の仕
事をこなさなければならないという必
要性から、我々の生活環境はいまや隅
々までデジタル・デバイスに囲まれてい
る。それと同時に、高速ダウンロード、
高信頼性 (安定的な接続  )、低遅延性  
(ローディングの時短化 )など新たな要
求条件がネットワークに求められるよ
うになった。 5Gはこうしたニーズに応え
ることができる次世代の移動通信シス
テムである。

「5Gに対する年間投資額は、 2017年
の20億米ドルから、 2025年には 1,500億
米ドルへと急増する見通し」

黎明期の5Gはここから本格展開へ
普及率(%) 
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出所： GSMA、世界銀行、UBS予想

モバイル IoT接続の増加により世界のモバイルデータは急増
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2018 2019 2020 2021 2022 2023

モバイルデータ (エクサバイト／月 ) 22 31 43 58 79 107

セルラー IoT接続(10億台) 1.0 1.3 1.7 2.2 2.8 3.5

出所：エリクソン、ブルームバーグ・インテリジェンス、 UBS

無線通信技術の進化 

1G 2G 3G 4G 
– アナログ携帯 – デジタル携帯 – パケット交換方式 – すべて IPネットワーク

音声サービス 音声サービス データ伝送 – インターネット速度は 
– SMSによるメッセージ – 限定的なメディア 最大1Gbps

送信 ストリーミングが可能に – マルチメディア・ 
– 高機能携帯 (ラジオ中心) ストリーミングが 
– データレート： – インターネットの 可能に 

40Kbps アクセス向上 – 低遅延性 
(144–400Kbps) 

5G 
– 速度は 4Gの10~100倍 
– 接続密度の向上 
– 超低遅延性 
– リアルタイム・

ストリーミング 
– デバイスの省電力化 
– ネットワーク・

スライシング

1983 1991 1998 2008 2018

出所： International Journal of Modern Trends in Engineering and Research、ブルームバーグ・インテリジェンス、 UBS 
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5Gと4Gの違い 
5Gの4Gとの違いは単に通信速度だけではない。 5Gはネットワークというよりも、一度の設備投資で
複数のアプリケーションやサービスを 1つのアーキテクチャ上で提供できる「プラットフォーム」と捉
えるべきである。 

5Gは次のような点において 4Gよりも優れている。

通信速度の上昇 
5G携帯電話のサービス速度は最大  
20Gbps(理論値)である。個人ユーザー
向けサービスはこれよりも低く、恐らく 
2～ 5Gbpsの範囲になるとみられる
が、5Gのダウンロード速度は 4G LTEの少
なくとも 20倍である。基地局のアンテナ
と関連するマッシブ MIMO(基地局のアン
テナの数を増やして通信を多重化し、高
速化を図る技術 )やビームフォーミング
技術(電波を細く絞って、特定の方向に向
けて集中的に発射する技術 )を利用する
ことで、実際の速度はさらに速くなる。

低遅延性
遅延時間とは接続するまでにかかる時
間で、言い換えれば時差である。 5Gの遅
延時間は 1000分の1秒程度で、ほとんど
ゼロに近い。 5Gのこの特性は自動運転
や遠隔治療、産業用オートメーション、
デジタル・エンターテイメントなど様々な
分野の飛躍的な進展を促すだろう。

柔軟性の向上 
1Gから4Gまでの移動通信規格は、基本
的に特定の目的のために構築されたもの
で、音声からブロードバンド接続へと世
代を経るごとに技術的な進化を遂げてき
た。一方、5Gは大量のアプリケーション
をサポートするプラットフォームとして機
能することが期待されている。各アプリケ
ーション向けに構築された旧世代のネッ
トワークと違い、 5Gネットワークは、要求
に応じて様々なサービスを提供できる、
柔軟性に優れたプラットフォームとして

大容量
無線通信のキャパシティ (容量)は、ネ
ットワークが接続できるデバイス数と
関係する。 4Gネットワークは 1平方キ
ロメートル当たり 10万台のデバイスを
同時接続できるが、 5Gではこれが 100
万台にまで増える。かつては都市部で
数千台のデバイスが同時に接続してい
た程度であったが、 IoT時代の到来とと
もに数百万台のデバイス、自動車、そ
して冷蔵庫からランニングシューズに
至るまで様々な場所で使用されている
センサーが多数同時接続する社会に
発展している。こうした社会に対応する
には、通信の大容量化がネットワーク
に求められる。 5Gでは「ミリ波」と呼ば
れる高い周波数帯を新たに使用する。
これに加えて、カバレッジ (電波が届く

出所：UBS

容量 
> 10Gbps

ミリ波

ローバンド

ミッドバンド

カバレッジ 
> 99.9% 

低周波数帯は、伝搬距離が長く、
壁など密度の高い物体があって
も繋がりやすいが、伝送できるデ
ータ容量は小さい。一方、高周波
数帯は伝搬距離が短く、伝送品質
が失われるまでの伝搬距離は短
く、密度の高い物体があると繋が
りにくいが、より多くのデータを伝
送することができ、容量が大きい。

容量とカバレッジは周波数帯域
によって異なる。 

範囲)と通信容量とのバランスを維持
するために、 4Gネットワークのミッドバ
ンド(中間の周波数帯： 1GHz～6GHz) 
も利用する。 

5Gと4Gの比較 

20倍
ピークデータレートが 20倍
マルチ Gbps 

90%
遅延時間を 90%縮小 

4G 5G

遅延性 10ミリ秒 1ミリ秒未満

ピークデータレート 1 Gbps 20 Gbps

利用可能な周波数帯 3 GHz 30 GHz

接続密度 10万台／Km2 100万台／Km2

10倍
接続密度が 10倍
大容量化

機能する。 出所：Qorvo, ブルームバーグ・インテリジェンス , UBS 

技術的ディスラプション – 2019年12月4



 

 

  

 

 

5Gの利活用が特に期待
される 6つの分野

企業家にとっての5G 

5Gの進化により恩恵を受けるのは消費者だけではない。企業家も
様々な機会を見出すことができるだろう。以下で 5Gの利活用が特
に期待される 6つの分野を取り上げる。

まずは、 5Gがもたらす技術的変革
をみてみよう。 

– モバイルブロードバンドの強化 
5Gの高速化・大容量化は、豊かな
モバイル体験を提供し、  AR/VR、
モバイル・エッジ・コンピューティン
グ(MEC)、最新のメディア消費など新
たなアプリケーションの道を切り開
くと期待される。 

– 固定無線アクセス
無線通信事業者は、家庭や企業の

「ラストワンマイル」を有線から 5G
に置き換えた固定無線アクセスサー
ビスの提供が可能になる。

– マッシブ IoT 
5Gの登場で同時接続数の増大、
低消費電力、帯域幅の拡大が実現し、
これまでは実現不可能だった規模で 
IoTを展開できるようになる。 

– 超高信頼、低遅延の通信 
5Gのレジリエンス (回復力 )や超低
遅延の特長が、高性能な産業用オ
ートメーション、ロボット、商業用
ドローン、自動運転 (車・車間通信を
利用)などを可能にする。

出所：UBS 

5G移行で特に恩恵が期待できる 
6分野 

– モビリティ 

– 製造業 

– エンターテイメント 

– 農業 

– スマートシティ 

– ヘルスケア
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モビリティ

自動運転－スマート・
モビリティの中核
自動運転は電動化やライドシェアとと
もにスマート・モビリティ・トレンドの大
きな柱だ。自動運転レベルはゼロ (自動
運転化なし )から5(完全自動運転 )まで
の5段階に区分されるが、我々は今後 
10年間で運転手のいない「レベル 5」の
車が実現すると予想する。自動運転で
はリアルタイムの遠隔測定データに基
づくクラウドベースの判断を活用するた
め、超低遅延性を実現する 5Gの技術が
自動運転車の実用化の鍵を握る。 

4GやLTE技術でも車両に最新情報を
定期的に提供できるが、 5Gの場合、緊
急時にはリアルタイム・ナビゲーション
やクラウドベースでの判断が可能にな
り、自動運転レベルを次の段階に引き
上げることができる。また 5Gにより人
間を運ぶドローンが実現可能になり、
都市部の交通サービスに変革をもたら
す可能性がある。 5Gにより自動運転社
会が一歩近づくことは、輸送業界の企
業家にとっては機会にも脅威にもなる
だろう。 5G技術やそのアプリケーション
を積極的に取り入れる企業は、ディスラ
プションの犠牲とならず、むしろそこから
新たな成長機会を見出すことができるも
のと我々は考える。

エンターテイメント

ストリーミング体験の
向上
近年、高速モバイルインターネットの登
場によりエンターテイメント業界は大き
く変化している。 4Gのモバイル通信環
境によりどこでもストリーミング (インタ
ーネット上で動画や音声などのコンテ
ンツをダウンロードしながらほぼリアル
タイムで再生すること )ができるようにな
ったが、 5Gによりさらに利用が進むだろ
う。5Gの登場で、何時間にもおよぶ高解
像度の映画やテレビ番組を数秒でダウ
ンロードすることができるようになる。
動画や音楽のオンライン・ストリーミン
グ・ビジネスは今後、需要が一段と高ま
るとみられる。従来型の固定ブロードバ
ンドの普及率が低い新興国市場では、
特にその傾向が強いだろう。

ゲームもまた、ブロードバンドの進化によ
り激変している。ゲームの主流は伝統的
なゲーム専用機や PCゲームから、モバイ
ルゲームへとシフトしており、いまやモバ
イルゲームが世界全体のオンラインゲー
ム収益の半分以上を占めている。この業
界ではクラウドゲーミングという新たなト
レンドが起こっているが、ここでもまた 5G
が低遅延性の機能を活かしてこの流れを
一段と加速するだろう。クラウドゲーミン
グは、リソース消費量の多いゲーム・アプ
リケーションをスーパー・コンピューター
に演算処理させて、その結果をユーザー
のデバイスに配信してゲーム体験を提供
する。 

5Gを利用すれば、ゲームユーザーは高価
なPCやゲーム機器を購入しなくてもモバ
イルデバイス上でリアルタイムにゲーム
を体験できるため、 5Gはクラウドゲーミ
ング革命の中心的担い手となるだろう。
企業家は従来のゲーム機や PCゲームに
大きくエクスポージャーを取る代わりに、
クラウドゲーミングやそれを支えるエコ
システムに投資をすることで、こうしたト
レンドに乗ることができると考える。

ヘルスケア

遠隔手術と
モニタリングが増加
へルスケア業界のデジタル化は他の
分野に比べると出遅れている。したが
って、デジタル技術の取り込みが進め
ば、スマート・ヘルス(ヘルステック)など
の新分野に成長機会が生まれる。 5G
の高信頼性と低遅延性により新しい
アプリケーションの利用が可能になる
ため、 5Gはヘルスケア業界のデジタル
化を促す重要なイネーブラーとなる。
たとえば、 5Gの登場により、遠隔手術や
ロボット支援手術の普及が進むだろう。
信頼性が高く高品質な動画像が不可欠
な遠隔診断や遠隔治療も、今後ますます
拡大していくとみられる。

デジタル化が遅れていたヘルスケア業
界だが、 5Gやその他デジタル技術がこ
れまでは不可能だった領域に風穴を
開けつつあり、ディスラプションの機運
が高まっている。企業家にとっての機会
は今後徐々に現れるとみられる。この
流れに乗るには、 5Gのような成長性の
高い技術に投資することが有効な方法
である。
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5Gで進化する未来の工場

サプライ
マネジメント

無人搬送車 
(AGV)

センサー

組立ライン
センサー

ロボット・
モーション制御

オペレーション制御

在庫管理

センサー

無人搬送車 
(AGV) 

配送管理

出所：ZVEI 

製造業 

5Gで進化する未来の
工場

「インダストリー 4.0(第4次産業革命)*」
は、コネクティビティとオートメーション
が高度化した製造業の新たな幕開けを
告げる。こうした変革を実現するには、製
造業におけるモノのインターネット (IoT)
、産業用ソフトウェア、デジタルツイン **
、そして最も重要な要素として 5Gが不可
欠とされている。インダストリー 4.0では、
センサーデータや M2M(マシンツーマシ
ン)コミュニケーション ***、ビッグデータ
技術(クラウドベース・プラットフォームを
含む)などを活用して製造装置の監視精
度を高め、より高度なデータ分析を行う。
これらの技術はいずれも、非常に安定し
た、高性能な無線インターネット接続を
必要とする。 

5Gが実現するデジタルツインや IoT技術
は、生 産プロセス管 理や予 知 保 全  
(Predictive Maintenance)****を強化する
ことで、非効率性を排除し、時間や費用
を削減することができる。技術革新全般
に当てはまることだが、スマート製造業
を積極的に受け入れ、自社設備のデジタ
ル化を進める企業家はその恩恵にあず
かり、時流に乗り遅れた他社との差を広
げるだろう。 

*「スマートファクトリー」をコンセプトの中心と
し、工場内の機械設備や管理システムをインタ
ーネットに接続することで製造プロセスを円滑
化、効率的に少量多品種、高付加価値の商品を
大規模生産するための仕組み。 
**物理空間にある現実の製品や製造プロセス
での情報を収集し、ほぼリアルタイムで仮想空
間に送り、同様の状況を作り出す技術。 
***機器同士がネットワークで接続されて相互
に情報をやり取りして、機器自身が情報の収集
管理や制御を行う技術。 
****センサーで機器の状態を監視し、故障や
劣化を予知してメンテナンスを行う方法。
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農業

食料革命を巻き起こす
スマート農業が実現する「アグリカル
チャー 4.0」は、食物を栽培する方法や
場所、そして時期までを根本から変え
る次世代の農業である。農業従事者は
データを活用した革新的な方法を採用
することで、少ない労力でより多くの収穫
が可能となる。しかし、コネクティビティ
の問題や実践に向けた統合的ソリュー
ションが構築されていないことなどから、
現段階ではまだ本格的な導入には至っ
ていない。だが、高信頼かつ低遅延な通
信を実現する 5Gはこうした状況を変え、
スマート農業を加速させると期待され
る。たとえば、 5Gならば (一般に信号が弱
い)農場に対して、高信頼・高速のブロー
ドバンド・インターネットを張り巡らすこ
とができる。このような新たなコネクティ
ビティを使えば農業用ロボットを動かす
ことも、農業テクノロジーをリアルタイム
に制御することも可能となり、生産性の
向上につなげることができる。 

5G時代が到来すると、農業分野での
ドローン活用も一気に広がるだろう。
ドローンを使えば、例えば播種前の土
壌分析の際に精密な 3Dマップを作成し
たり、種蒔きや農薬の空中散布なども
効率化が図れる。灌漑や窒素レベルの
管理に必要なデータを収集することも
できる。ヘルスケア業界と同じく、農業
分野でもまだ本格的なディスラプション
は起こっていないが、 5Gによって状況
は様変わりするだろう。 5Gの登場で農業
にも大きな変革が起こり、企業家に魅力
的な機会をもたらすものとみている。

スマートシティ センサーや IoTデバイスはすでにインタ
ーネットにつながっているが、 5Gによりスマートシティの重要 高い信頼性と拡張性を備えたプラット

な基盤 フォームが構築されて高速・リアルタイ
ムのデータ送信が可能になれば、コネ

急速な都市化による資源枯渇コスト クティビティは次の段階に進化する。
と持続可能な成長とを両立させるた たとえば、ネットワークを仮想的に分割
めに、世界の多くの都市が「スマートシ (スライス )して、それぞれ独立に管理し
ティ」のインフラ整備に取り組んでい たり、異なるサービス要件条件に応じて
る。5Gはその重要な基盤となるだろう。 カスタマイズすることで、政府は交通安
普及が進む接続機器やセンサーと 5G通 全システム、信号、駐車場、ビルなどの
信を組み合わせることで強力なエコシス 管理を改善することができる。このネッ
テムが構築され、政府や企業、そして市 トワークをソフトウェアで柔軟に分割・
民が先進テクノロジーを日常のサービス 構築する「ネットワーク・スライシング技
にフルに活用できるようになるだろう。 術」のほか、端末の近く (エッジ )にサーバ

を設置して情報のリアルタイム処理をネ
ットワークに負荷をかけることなく実現
できる「エッジコンピューティング」と呼
ばれる仕組みも注目されている。 

5Gは、他の重要な技術アップグレードと同様、まだ存在していない事業機会や芽生
えたばかりの新たな好機を企業家に提供してくれる。だがここで重要なことは、 5G
によって加速されるディスラプション曲線の一歩先を進み続けることである。その
ためには、既存のビジネスモデルを見直し、 5Gに備え適切なテクノロジーに投資し
なければならない。従来型ビジネスモデルに依存している企業家は、 5G主導のイノ
ベーションを積極的に受け入れていかないかぎり、ディスラプションの波に飲み込
まれるリスクがあると考える。 

5Gのネットワーク・スライシング技術で、ユースケースに応じた使い分
けが可能に

高帯域幅

超低遅延

低消費電力／低帯域幅

ワイヤレス・ブロードバンド

リアルタイム制御 

IoTセンサー

超高帯域幅
動画ストリーミング 

5Gネットワーク・スライス
出所：ブルームバーグ・インテリジェンス、 UBS 
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Tech Disruption – Where are we 

需要をさらに喚起するに
は、特に新興国市場では
価格を大幅に引き下げる
必要があるだろう。

出所：UBS 

 5Gサイクルは
いまどの段階か？ 

5Gは、今後、様々な既存のビジネスモデルにディスラプションを
もたらす重要なイネーブリング・テクノロジー (実現技術)である
ことは明らかである。だが、 5Gの展開は現時点でどの段階にある
のだろうか？実際のところ、 5Gはまだきわめて初期段階にある。

通信事業者はすでに世界の各都市で 
5Gネットワークの配備を始めているが、
本格的な実用化までには今後数年にわ
たり、まだいくつもの段階を経る必要が
ある。重要なのは、 5Gの導入には技術と
インフラ整備に巨額の投資が必要だと
いう点である。実際、5Gは4Gに比べてコ
ストが高く、中国が 5Gのライフサイクル
全体にわたって費やす投資総額は、 4G
展開時に比べて 30%増大すると我々は
試算している (図表2参照)。言い換えれ
ば、5G無線ネットワークの配備に向け
て、今後 10年間で世界全体で数千億米
ドルもの投資が必要になるということ
である (図表1参照)。しかし、 5Gにはそれ
だけの投資を行う価値があると考える。

世界経済に大きなディスラプションの波
を引き起こし、それに伴い新たなビジネ
ス機会を生み出すと期待されることか
ら、5Gがもたらす経済的なプラス効果
は非常に大きい。

新しい収益化の機会 
5Gは4Gに比べて性能が上がり、新し
い機能をユーザーに提供できるため、
通信事業者は料金を値上げすることで 
5Gを収益化できるようになるだろう。ま
た、特に新興国市場や地方では、無線
ブロードバンドに切り替える新規顧客
を獲得できるため、これも収益増につ
ながる。しかし、収益化が本格的に始ま
るのは、 5Gがもたらすディスラプション

が、自動運転や IoTアプリケーションの
ような新しい機会を生み出すようにな
ってからであり、長期的な視点で捉え
る必要がある。我々の試算では、世界の
通信事業者が計上する利益に加えて、
こうした新たな分野がもたらす収益は、
今後5年間で約 1,200億米ドル、今後  
10年では約 2,200億米ドルに達すると
予想する (図表3参照)。 

5G向け投資が増加
今後数年にわたり、世界各国／地域で
通信事業者による 5Gネットワークの整
備が徐々に進んでいくだろう。当面は、
モビリティ管理に既存の LTE網とコアネ
ットワークを併用するノンスタンドアロ
ーン5G(NSA)方式が中心となる見通しで
ある。だが中期的には、 5Gコアネットワ
ークでのスタンドアローン (SA)方式に徐
々にシフトしていく計画である。他国に
先駆けて 5Gの普及が進んでいる米国、
中国、韓国、日本は「ファーストムーバー・
アドバンテージ (先行者利益)」を享受で
きるが、欧州は 5G網の敷設が遅れてい
る。新興国市場も含め、その他の市場で
も今後緩やかに 5Gへの移行が進むとみ
ており、我々の試算では 2025年までに 
5Gによる世界全体のカバレッジは最大
で50~60%に達するとみている。 5Gに対
する年間投資額は、 2017年の20億米ド
ルから、 2025年には 1,500億米ドルへと 
75倍に増加すると予想する。
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5Gスマートフォン業界に利益
一方、大手スマートフォンメーカーは、 5G
対応機種のラインアップを拡充してい
る。大手スマートフォン・サプライチェー
ン企業の見通しによると、携帯電話業界
では5G対応スマートフォンの 2020年の
目標生産数量を少なくとも 2億台として
いる。ここ数年スマートフォン需要は冴え
なかったが、携帯電話事業者にとって 5G
は成長回復のきっかけとなるだろう。 5G
の生産計画で特に積極的なのが中国企
業で、これによりアジアでの普及が加速
するとみられる。だが大半の 5G対応ス
マートフォン価格は 1,000米ドル前後と
高額な点が問題である。このため、需要
をさらに喚起するには、特に新興国市場
では価格を大幅に引き下げる必要があ
るだろう (図表4参照)。 

5Gに関する主な予想値

通信事業者の設備投資内訳 

1.7%
その他 

8.7%
企業ネットワーク 

41% 
10.4% 基地局
ビル、 

5%
サポートシステム 

33.2%
基幹通信網

出所：チャイナ・モバイル、ブルームバーグ・インテリジェンス、 UBS 

インフラ、電力系統 

図表1

世界の5G向け投資額は 2017~2025年で大幅に
増加する見通し 
10億米ドル 
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0 
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出所：UBS予想

図表3 

5Gにより企業は今後 1,200億~2,200億米ドルの
収益増が見込める 
10億米ドル 
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90 

60 

30 

0 

2024–2025 2029–2030

コネクティッド・カー その他の企業向けソリューション

出所： UBS予想

図表2

中国が5Gに費やす投資総額は、 4Gよりも 30%増大
する見通し 
10億人民元 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

4Gの投資総額 5Gの投資総額

出所：UBS予想

図表4 

5G対応スマートフォンの需要を高めるには、
携帯端末の値下げが必要
平均販売価格(米ドル ) 
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出所：IDC、ブルームバーグ・インテリジェンス、 UBS 
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投資家にとっての5G 

AI、AR/VR、ビッグデータ、クラウドとと
もに、 5Gはさまざまな分野にわたり技
術的ディスラプションを加速させる実
現技術(イネーブリング技術 )と我々は
位置づけている。 5Gはまだ初期段階
にあり、 5Gの普及が急速に進むにつれ
て、これからの 10年間は投資家に機会
とリスクの両方をもたらす。勝ち組とし
ては、 5G向け投資の増加とその結果生
まれる新しい事業機会により、直接的・
間接的に恩恵を受ける企業が挙げられ
る。一方、来るべき 5G時代に合わせて
ビジネスモデルを修正できない通信会
社や旧来型の事業モデルは負け組にな
るだろう。

直接恩恵を受ける企業は、 5G機器メー
カー、スマートフォン・ベンダー、およびそ
れらの部品サプライヤーなど、主に技術
系通信セクターである。 2020年は5G対
応機種の生産が本格的に立ち上がるた
め、目先スマートフォンのサプライチェー
ンに魅力的な成長機会があるとみてい
る。また、 5G向け設備投資が徐々に裾野
を広げていくにつれ、 5G機器のサプライ
チェーンにも中期的に機会があると考え
る。こうした追い風がスマートフォンと 5G
機器双方のサプライチェーン企業の収益
を押し上げるが、利益率が高く持続的な
成長機会を持つ企業が最終的に勝ち組
になると考える。

強い価格決定力を持ち、多くの業界に幅
広く5Gサービスを提供できる通信事業
者も、設備投資比率の上昇が負担とな
る企業や商品ラインナップが少ないベン
ダーとは一線を画し、勝ち組となるだろ
う。基地局等インフラを構築して携帯通
信キャリアに貸し出す「タワー事業者」
に対する見方は強弱入り混じっている。
設備投資比率の上昇は大手通信事業
者に有利に働き、結局はタワー事業者
のテナント (キャリア )率(1タワー当たりの
テナント数 )を低下させることになる。だ
が、ファイバー設備の敷設やスモールセ
ル(小型基地局 )のような付加価値の高
いソリューションに事業分散を図ること
ができるタワー事業者は、リスクをある
程度相殺できるだろう。

間接的に恩恵を受ける企業には、 5Gの
優れた技術を生かして新しい商品やサ
ービスを提供することができる他セクタ
ーの企業も含まれる。たとえば、伝統的
なビジネスモデルを根底から覆すインタ
ーネット企業や、自社のビジネスモデル
を再構築して、スマート・モビリティ、スマ
ート・ヘルス、スマートシティまたはスマ
ート・エンターテイメントといった新たな
成長分野に事業を拡大できる企業が挙
げられる。

一方、5Gの波に乗り遅れた通信事業者
は、価格決定力がないため、さらに市場
シェアを失いファンダメンタルズが悪化
するおそれがある。また、こうした新たな
環境に柔軟に対応できず、適切なデジタ
ル技術に投資を行わない旧来型のビジ
ネスモデルは、 5Gによるディスラプション
のペースに乗り遅れるリスクがある。

5Gへの準備はできている？ 
1．移動できること　 2．モノのインターネット　 3．スマートな携帯電話　 
4．デジタル化が遅れている分野の 1つ　5．超高度な自動化　 6．食料革命の一部　 7．別名「ドロイド」　 
8．装着型の機器　 9．遅延時間　10．線を使わない方式　 11．ゲームの新しいトレンド
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定められておりません。国内株式等の売買取引では手数料に消費税が加算されます。外国株式の取引には国内での売買手数料の他に外国金融商品
市場での取引にかかる手数料、税金等のお支払いが必要となります。国により手数料、税金等が異なります。株式は、株価の変動により損失が生じる
おそれがあります。外国株式は、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。不動産投資信託は、組み入れた不動産の価格や収益力な
どの変化により価格が変動し損失が生じるおそれがあります。

当社において債券（国債、地方債、政府保証債、社債、等）を当社が相手方となりお買い付けいただく場合は、購入対価のみお支払いいただきます。
債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、損失を生じるおそれがあります。外国債券は、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあり
ます。

当社における投資信託のお取引には、お申込み金額に対して最大 3.3%（税込）の購入時手数料がかかります。また、換金時に直接ご負担いただく費用
として、国内投資信託の場合、換金時の基準価額に対して最大 0.3%の信託財産留保額を、外国投資信託の場合、換金時の一口当たり純資産価格に
対して最大 5.0%の買戻手数料をご負担いただく場合があります。投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用として、信託財産の純資産
総額に対する運用管理費用（信託報酬）（最大 2.34%（税込・年率））のほか、運用成績に応じた成功報酬をご負担いただく場合があります。また、その
他の費用を間接的にご負担いただく場合があります。その他費用は運用状況等により変動するものであり、事前に料率・上限額等を示すことができま
せん。投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なります。上記記載の手数料等の費用の最大
値は今後変更される場合がありますので、ご投資にあたっては目論見書や契約締結前交付書面をよくお読みください。投資信託は、主に国内外の株
式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該資産の市場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価額が変動し、損失
が生じるおそれがあります。

「UBS 投資一任運用サービス（以下、当サービス）」のお取引には、投資一任契約の運用報酬として、お客様の契約期間中の時価評価額に応じて年率
最大 1.76%（税込）の運用報酬をご負担いただきます。その他、投資対象となる投資信託に係る運用管理費用（信託報酬）や諸費用等を間接的にご
負担いただきます。また、外国株式の売買その他の取引については、取引毎に現地取引（委託）手数料、外国現地取引所取引手数料および外国現地取
引所取引税などの現地手数料等が発生し、これらの金額は個別の取引の決済金額に含まれます。運用報酬以外のこれらの費用等の合計額は運用状
況により異なるため、事前にその料率・上限等を示すことができません。当サービスによる運用は投資一任契約に基づく運用を行いますので、お受取
金額が投資元本を下回ることがあります。これらの運用の損益はすべてお客様に帰属します。

外貨建て有価証券を円貨で受払いされる場合にかかる為替手数料は、主要通貨の場合、当社が定める基準為替レートの 1%または 1
円のどちらか大きい方を上限とします。非主要通貨の場合には、基準為替レートの 2%を上限とします。
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UBS 銀行東京支店が提供する金融商品等に関する留意事項
外貨預金契約に手数料はありません。預入時に他通貨から預け入れる場合、あるいはお受取時に他通貨に交換する場合には、本契約とは別に為替
取引を行って頂く必要があり、その際には為替手数料を含んだレートが適用されます。外貨預金には、為替変動リスクがあります。為替相場の変動に
より、お受取時の外貨金額を円換算すると、当初払い込み外貨金額の円換算額を下回る（円ベースで元本割れとなる）リスクがあります。 

© UBS 2020 無断転載を禁じます。 UBS はすべての知的財産権を留保します。 UBS による事前の許可なく、本レポートを転載･複製することはできませ
ん。また、いかなる理由であれ、本レポートを第三者に配布･譲渡することを禁止します。 UBS は、本レポートの使用または配布により生じた第三者から
の賠償請求または訴訟に関して一切責任を負いません。

金融商品仲介業務を行う登録金融機関および銀行代理業務の業務委託契約に基づく銀行代理業者
商号等： 三井住友信託銀行株式会社登録金融機関関東財務局長（登金）第649号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

金融商品仲介業務を行う金融商品仲介業者
商号等： UBS SuMi TRUST ウェルス・アドバイザリー株式会社 関東財務局長（金仲）第 898 号
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